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してさらに, 性的にも高潔で, ＜非性的＞であることを求められ, 内面的
にも非常に抑圧された立場にあった｡ そうした抑圧下にあって, 女性達の
身体は他者の欲望や願望の投影の対象であり, また女性自身にとっても,





様々な形式の葛藤と苦悩を示す｡ 本稿では, 彼の作品の中から, The
Return of the Native, The Woodlanders, Tess of the d’Urbervilles, Jude the
Obscureの４作を取り上げ, それぞれ異なった視点から女性の抑圧とそれ
に付随して現れる女性の身体と関わる意識と葛藤を検討する｡














２章では The Woodlandersを取り上げ, Eustacia Vyeとは対照的に既存
の道徳や女性観を受容し, 自身の欲求や情念を抑圧する女性像から作品に
おける光と闇を分析する｡ ここで注目する対象は, Grace Melburyという
女性である｡ 彼女は中産階級的な道徳と教養を教育を通して身に付けた女
性であり, 周囲の社会的な要請や男性からの抑圧に強く曝される女性とし



















と闇と Tessの内面との関係を検討する｡ 作品では Tessの性的な感覚や
意識の発展が描かれるが, それに関する彼女の高揚や既存の道徳との葛藤
は, 彼女の身体周辺に頻出して現れる光と闇の描写によって表現されるの
である｡ 光は彼女の性的な感覚, 快楽の発生と発展を暗示し, 彼女の男性
との接触の際などに身体に秘めた歓喜の感覚を暗示する描写として機能す
る｡ そして一方で, 彼女の身体を覆い隠すように出現する闇は, 彼女の性
的情念, 快楽に対する抵抗感と拒絶, 葛藤を暗示するものとして機能して
いる｡ 彼女は身体的な欲求, 性的な情念に対して当時の道徳的な観点から
激しく葛藤するが, この作品での光の闇の交錯は, 彼女の秘めた欲求, 情
念と道徳の間での激しい葛藤を視覚的に示すものとなっている｡ 抑圧の中
で葛藤し, その中でいかに自身の願いを追求し, 実現しようとするか, ま
た抑圧にいかに静かに抵抗を試みるかという様子が視覚的な描写を通じて
表されるのである｡
４章では, Hardyの最後の小説作品となる Jude the Obscureを考察する｡
この作品では, 既存の女性像に疑問を持ち, 男性との新たな関係性を追及




と Sueの心理との関係を検討する｡ Sueは主人公 Judeと旧来の因習を踏
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〈光と闇〉の風景の中に描かれる情景を論じる｡ 論文は, 序論, 本論４章,




第１章： 中期の作品, The Return of the Native (1878年) を分析｡ 小説の










描いていない点である｡ Egdon Heathの荒野は女主人公にとって, 彼女の
願望を阻害し, 精神的苦痛をもたらす地獄のような空間である｡ 女主人公
は既存の女性観の規範から逸脱し, 男女の性差による精神的拘束からの自






第２章： 後年の秀作, The Woodlanders (1887年) を分析｡ 本作品では,
当時の英国社会が直面していた問題 地方の田園地帯への近代的, 資本
的価値観の流入で生じる文化の衝突 とそれによる女性の抑圧と葛藤を










こには Michael Foucaultが論じた, ｢可視性と規律の内面化の権力構造｣








また, John Stuart Millはヴィクトリア朝社会を分析して, ｢あらゆる階








メージで捉えるが, この場合,〈光〉は ｢男性の社会的, 知的優位性の象
徴｣ になる｡
第３章： 代表作, Tess of the d’Urbervilles (1891年) を取り上げ, 時代が
規定する女性像の拘束に対して抵抗しながら, 結局, 自己の解放のために
死を選ぶ女性主人公の意識の変遷を検討する｡ Tessの身体, 意識, 他者
との関係は, 月光や太陽の光, ランプの灯り, 夜の闇を媒体にして描かれ
るが, 当時, タブーとされていた女性の性的覚醒も重要なテーマとして追
求されている｡
地元の名士である D’Urbervilles家の家事手伝いに雇われた Tessが, 新
しい生活環境に対して高揚感を抱く様子は陽光あふれる情景の中で描かれ










の表象｣ となる｡ Tessと関わるもう一人の男性 Angelは, 性的に放縦な




Tessは Alecを殺害して逃亡するが, 自らも死を覚悟する｡ Alecに暴行を
受けた時, 精神までも支配されることに対抗して, 無意識の〈闇〉に沈ん
だ Tessは, 最後に, 男性支配の社会から永久に逃れる空間として, 死の
〈闇〉を選択する｡ Tessの葛藤と死は, 女性に性的, 精神的抑圧を加え
る社会体制の中で, 女性の官能と感性, 自立の精神が弾圧され, 抹殺され
るヴィクトリア朝の現実を露呈する｡
第４章： Hardy最後の小説, Jude, the Obscure (1895年) は前作の Tessで
取り上げた, 女性の性的情念と葛藤を変化する社会状況のなかで描いた作











た｡ Judeの女性主人公, Sueは結婚を ｢女性を圧迫する悪しき制度｣ とし
て拒絶し,〈性〉の規制を外れた自由な男女関係を求める〈新しい女性〉
である｡ 前作の Tessは最後まで, 当時の慣習的女性観に呪縛され, それ















の出会いで激変する｡ 性的魅力にあふれ, 積極的な Arabellaの姿は太陽の
光の中で捉えられ, 強烈で鮮明な〈光〉のイメージを Judeに焼き付ける｡
彼女との出会いで Judeは大学進学の夢を忘れ, 性的欲望に取り付かれる｡








う, 急進的な女性である｡ 自由と自立を求め, 彼女を閉じ込める ｢女性観
の枠組み｣ から脱出を試みるが, その時に彼女が飛び込むのは〈暗闇〉で
ある｡〈暗闇〉はヴィクトリア朝の父権的視線から彼女の女性性を隠し,
性的支配から逃れるための空間だった｡ Sueは Judeに魅かれるが, しか
し, 結婚制度を男性の性的支配だと考える彼女は, 男性との対等な関係の
構築にとって障害となる結婚を拒絶する｡ ところが, Sueは Judeの子供
を生んだことで, 自身が抵抗し続けた伝統的女性観の枠組みに否応なく組
み込まれてしまう｡ ｢子供を持つこと｣ が彼女の人生の選択肢を社会的,
経済的に限定し, 独立性を脅かし, Sueを男性に依存せざるを得ない, 社
会的弱者の立場におしもどす｡ Sueの精神的敗北と身体の衰弱は ｢弱い朝
の光｣ の光景の中で描かれ, 彼女が社会の抑圧に屈した姿が強調される｡













ある｡ 現代批評の華やかさはないが, 文学研究の基本に立った, 堅実な論





決して容易に読み進めていける作家ではない｡ 難解だが, しかし, ターナー
や印象派の絵画のように美しいハーディ作品の本質を明快に論述していく




Ⅱ. 審 査 報 告 (日下隆平)
谷山論文は, The Return of the Natives (1878), The Woodlanders (1887),
Tess of the D’Urbervilles (1891), Jude, the Obscure (1895) など, Hardy中期
に書かれた４作の小説を論じたものである｡ それぞれ, Egdon Heathとい











いく｡ もとより, Hardyはじぶんの作品を ｢絵画｣ として読んでもらうこ
とを願っていたと言われる｡ 谷山がエッセイから論じているように, 同時
代の画家, Turnerを初めとして, フランドルの画家たちから受けた影響
は多大なものがあった｡ 論文中, これらのアプローチがもっとも明確, か
つ有効であったのは, The Return of the Nativeに関する作品論である｡ ハー
ディの描写はたんに荒涼たる自然を表現しているのではなく, その風景は
登場人物の内面的表象となっている｡ つまり, この作品において, 人物の
特徴的色彩とエグドン・ヒースの暗闇とが織りなす世界は人物の内面を表













Ⅲ. 審 査 報 告 (藤森かよ子)
















３. 部分的には難解な点もあるが, 記述はおおむね明快である｡ 谷山氏が
難解な原文を丹念に読み込むことに快楽を感じていること, 谷山氏が持
つ作品への愛情が, よく読み手に伝わる｡
Ⅳ. 総 評 (小野, 日下, 藤森)
何点かの課題もあるが, 対象作品を熟読し, 先行するハーディ研究を踏
まえたうえで, 独自の作品論を展開しようとした論文である｡ 谷山智彦氏
は研究者として基礎的能力を備えており, 申請論文は桃山学院大学の文学
研究科博士学位論文の水準に達していると判断できる｡
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